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２０１７年旭山の桜 

☆「早朝野鳥観察会」   5 月 13 日（土） 朝 6 時 15 分開始。（6 月 10 日も予定しています）。 

☆「旭山野鳥観察会」   5 月 14 日（日）、17（水）、21（日） 朝８時開始。 

各参加費 100 円（保険代）、定員：15 名（先着順）、電話または「森の家」でお申し込みの上ご参加ください。 

※春の野鳥観察会は参加者が多いため早めのご予約を。定員締め切りの場合は予めご容赦ください。 

 
 

ヤブサメを見てみよう！ 

  春になり、今年も夏鳥たちが南から渡って来ました。 

今月は、地味ながらも愛嬌があって面白いヤブサメを特集します。 

●流鏑馬？ 薮鮫？ それとも薮雨・・・ 

ヤブサメの名前の由来は、「シリシリシリ」という囀りの音が、雨が 

笹藪に当たる音に似ているから、と言われています。 

また、その顔からか薮の中の鮫のようだという説もあるようです。 

しかし、馬に乗って弓矢で的を射る「流鏑馬」とは関係ありません。 

●虫のように夜も囀る 

 ヤブサメは夜にも囀りますが、「シリシリシリ」という 1 回の音の長さが 

昼間より長くなるという違いがあります。 

その音色と夜にも囀ることから、ヤブサメの囀りを虫の鳴き声だと 

思っていたという方が結構いらっしゃるようです。 

 なお、地鳴きは「チリチッ」「スキュッ」という感じの鋭い声を出します。 

●笹藪でかくれんぼ 

ヤブサメは笹藪の中で行動するため姿を見つけにくい鳥ですが、 

ちょっとしたこつを 2 つ覚えると、意外とよく姿が見られます。 

ひとつ、しゃがむと笹の葉がない下の方で動く姿が見られます。 

ふたつ、笹の中を鳴きながら移動しますが、やはりしゃがんで音を 

追って見ていると笹の切れた場所を横切る際に一瞬だけ笹がない 

場所に止まって餌を採ることがあります。 

 その様子はまるでかくれんぼのようで面白いですよ。 

●6 月下旬によく姿が見られる 

 そしてもうひとつ、6 月下旬に幼鳥が巣立った時は、笹藪が切れた 

散策路などに出てくることが多くなります。 

理由は不明ですが、幼鳥がいることとどうやら関係がありそうです。 

観察方法は同じ、声が聞こえたら笹藪の脇でしゃがんで待っていること。 

ヤブサメは 9月いっぱいまで旭山に滞在します。 

ヤブサメなんてどうせ見られないよと諦めず、ぜひ探してみてください！ 

かわいらしい顔つきと短い尾にきっと魅了されますよ。 

 

5 月の野鳥観察会 

旭山の桜、今年は 5月 3日から 5日が満開でしたが、 

その頃夏日になるなど気温が上がって葉も急に伸び、 

満開の桜を楽しめる期間が短かったように感じました。 

 写真左は展望台の一本桜、5 月 3 日撮影。 

 同右はレストハウス前の 2本の桜、5 月 5 日撮影。 

 なお、園内の八重桜は 5月中旬に見頃を迎えます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

                                        

 

    さていきなり問題、右の写真は何でしょう？！  正解は「ハルニレの花」。 

4 月に桜より先に開花しますが、まるで花らしく見えない、でも花なんです。 

おなじみの木ですが、花を見たことがある方は意外に少ないのでは。 

ハルニレは花の後にゆっくりと葉が出てくる、春を呼ぶ植物です。 

 2017 年の主な夏鳥の情報をまとめました。カッコ内の数字は今年の初認日です。 

【夏鳥】●ホオジロ（3/28）：展望台でよく囀ります。 ●キジバト（3/27）：「ボボーホーホーッ」と鳴きます。 

●カワラヒワ：「ジュイーン チリー ビー」と囀ります。●キセキレイ（4/8）：第 2 駐車場付近によくいます。 

●クロツグミ(4/14)：藻岩山登山道入口辺りでよく囀りが聞こえ、駐車場近くでも時々囀りしています。 

●アオジ（4/15）：「森の家」周りをはじめ園内各所で囀りが聞かれ姿もよく見られます。  

●ウグイス（4/16）：「森の家」周りから登山道入口下にかけてでよく「ホーホケキョ」と聞こえてきます。 

●ヤブサメ（4/24）：今年は数が多いようで園内笹がある場所ならどこにでもいる感じです。   

●メジロ（4/24）：「森の家」から展望台にかけてでよく「チリチリチュリ」という囀りが聞かれ姿も見られます。 

●センダイムシクイ（4/27）：園内林地で囀りがよく聞かれます。 

●コルリ（4/29）：「森の家」西側の沢で囀りをしていますが今年はまだ少ないです。 

●オオルリ（5/4）：「森の家」から登山道入口下辺りでこれから半月ほどはよく見られ囀りも聞かれます。 

●キビタキ（5/4）：5 月中旬までは近くで見られる機会が多くそれ以降も「森の家」周りでよく見られます。 

※ルリビタキ：5 月に入り山に移動したようで旭山では見られなくなりました。 

※コマドリ：4 月下旬に数日ほどいましたがもう山に移動したようで声が聞かれなくなりました。 

※ベニマシコ：こちらも 4 月中は見られましたが草原や河川敷など本来の繁殖地に移動した模様です。 

■5 月中はこの後ツツドリ（上旬）、アオバト、オオムシクイ（下旬）がやって来て夏鳥の到来が終わります。 

【冬鳥】●マヒワ：例年であれば 5月中旬まで旭山で見られます。●ウソ：5 月に入り見られなくなりました。 

●ツグミ：4 月下旬に一度見られなくなりましたが、5/6 現在まだちらほらと残っています。 

●シメ：5/6 現在まだ見られますが例年通りであればそろそろ旭山からいなくなります。 

【その他】●シマエナガ：見られる頻度が落ちました。 

●ヤマゲラ：大きな声がまだよく聞かれます。 ●クマゲラ：声を聞く機会も減りました。 

「レストハウス」は営業時間 10 時～17 時で毎日オープンしています。 

  コーヒー、ソフトクリーム、肉まん、ポテトフライやピラフなどの軽食を 

ご用意して皆様のご利用をお待ちしております。 

今回は 2017 年の新製品「ポテチキ」を紹介します（右写真）。 

チキンをポテトでくるんで揚げたもので、かむと味わいが広がります。 

5 ピース入り 250 円、レストハウスにて販売中です。 

                      「アカゲラ通信」 第４２号 ２０１７（平成２９）年５月６日発行 

           発行：（公財） 札幌市公園緑化協会 旭山記念公園管理事務所 

                   住所：〒064-0943 北海道札幌市中央区界川４丁目 

連絡先：電話 011-200-0311（土・日・祝日 10 時～16 時）FAX011-200-0351 

春に出てきた生き物たち 

2017 年 4 月から 5月の旭山野鳥情報 

写真左から 

・エゾサンショウウオの産卵 

※4 月中旬 

・エゾアカガエルの産卵 

・ジムグリ（蛇） 

※おとなしい蛇です。 

「レストハウス」新メニュー紹介 


